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1．背景と目的 

太平洋戦争終結後の占領下日本では，連合国軍最高司

令官総司令部（GHQ/SCAP）の民間情報教育局（CIE）から

の強い指導と助言のもとに教育改革が実行された。教科

書改革もその一部であり，中学校数学科においては単元

学習の理念に基づく文部省著作教科書『中学生の数学』

が編集され，その後に教科書検定制度のもとで発行され

た教科書（以下，検定教科書）の範型として，影響力を

持ったことが知られている。 

文部省著作教科書『中学生の数学』の第 I 単元は「住

宅」であり，これは「単元学習の『生活単元』を代表す

るもの（蒔苗, 2001）」とされ，住居の構造や居住環境の

安全と衛生など，住生活の文脈から問題を抽出して数学

的に定式化したうえで問題を解決するという流れに沿っ

て，直線や平面の位置関係や，円錐などの立体図形に関

する数学的概念を学習することが目指されている。 

それでは，1950 年代以降の生活単元学習への批判と反

発のうねりのなかで，中学校数学科における住居を題材

とした単元が，『中学生の数学』をモデルとして執筆され

た検定教科書においてどのように扱われ，単元学習の特

徴をどのように継承した（あるいは，しなかった）のだ

ろうか。そして単元学習の衰退とともに内容はどのよう

に変化した（あるいは，しなかった）のだろうか。この

点は数学教育史研究（蒔苗, 2001; 2011; 2012 など）に

おいても，住生活教育に関する歴史的研究（曲田, 1994

など）においても十分に明らかにされていない。 

そこで本研究では，戦後教育改革期に発行された検定

教科書『日常の数学』『中学の数学』を主たる資料として

住居に関する単元の成立と展開について検討する。 

2. 対象資料 

分析対象とする教科書の発行時期は，『算数数学科指導

内容一覧表』（文部省, 1948）に基づく検定が開始された

1949 年から，1958年改訂の小学校学習指導要領の実施直

前の 1961 年までとする。本研究では，この期間に使用さ

れた教科書のうち，1949 年に初めて検定が与えられた中

学校数学科教科書を発行した出版社の一つである大日本

図書株式会社の教科書群に着目し，同社により発行され

た中学校数学科教科書『日常の数学』『中学の数学』そし

て『中学新数学』を分析対象とする注 1）（表 1）。 

『日常の数学』は 1950 年に初版が発行された後，1951

年と1952年にそれぞれ改訂され，『日常の数学（2冊制）』

と『新訂版 日常の数学（2冊制）』が発行された注 2）。『日

常の数学』に次いで 1953年には『中学の数学』が発行さ

れ，さらに 1955 年には『中学新数学』が発行されている。

以下では 1950 年に発行された『日常の数学』の初版を「初

版」，『日常の数学（2冊制）』を「2冊制」，そして『新訂 

 

表 1 大日本図書の数学科教科書（第 1 学年用） 

使用年度 
教科書 

記号・番号 

書名 

（※各教科書の扉の記載に基づく） 

1950〜1951 

1950〜1951 

1950〜1951 

中数|702 

中数|703 

中数|704 

日常の数学 中学校第 1 学年用 1 

日常の数学 中学校第 1 学年用 2  

日常の数学 中学校第 1 学年用 3  

1951 

1951 

中数|721 

中数|722 

日常の数学 1 年用 1（2 冊制） 

日常の数学 1 年用 2（2 冊制） 

1952 

1952 

中数|725 

中数|726 

新訂版 日常の数学 1 年用上（2 冊制） 

新訂版 日常の数学 1 年用下（2 冊制） 

1953〜1961 

1953〜1961 

中数|748 

中数|747 

中学の数学 1 年上 

中学の数学 1 年下 

1955〜1961 中数|776 中学新数学 1 年 
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版 日常の数学（2 冊制）』を「新訂版」とそれぞれ

する。なお，『算数数学科指導内容一覧表』において住宅

問題に言 があるのは「第 学年」が中 であるため

教科書の第 1 学年用に着目して分析をおこなった。 

 

. と  

本 では，ま 『日常の数学』の初版およ 2冊制に

おける単元「 たちの住居」の内容構成を概 するとと

もに出題される「問」に着目して 版における 同を

理する。次に，後継教科書である『中学の数学』『中学新

数学』における「住居」の り扱いも まえ，戦後教育

改革期において，数学科教科書における住居に関する単

元の内容がどのように変 したのかを検討する。 

 

1. 日 の数学 の

の  

1  の  

初版における単元「 たちの住居」は，第 1 学年用 3

の単元 9 に位置しており， の「問題 習」や「

」なども めて 399 から438 の40 を占めている。

指導書によれ 本単元の「数学的」目 は「1 数に関

する 算をする を う」「2 の を目的

に て使用する 力を につけさ る」「3 合， 分

に関する問題を解く」「4 を理解し，これを用い

る 力を につける」「5 ， 直，平行， な 形，

形を 出したり，これを用いたりする」「6 の

図の ，か を理解して，これを用いる 力を に

つけさ る」であり，「社会的」な目 は「 住の一つ

として，住生活の 要 を，次の つの点を て理解

する。 の日本が，住宅の に でいることを理

解して，これについて の で っている問題の解決

を する。また， の住生活の 点を理解して，

いかにすれ ，合理的な住生活を行い， で な範

内において しい 生活をすることがで るかにつ

いて研究する」ことである。単元は「1  生活と住居」「2

これからの住宅」の 2 つの から成り，さらに，「1 生活

と住居」には「1 の住居」「2 の住居」の 2 が置か

れ，「2 これからの住宅」には「1 住宅の 」と「2

住 よい 」の 2 が置かれている。以下では， 同を

けるために 1 の 1 を「1 1 」などと すことにす

る。単元「 たちの住居」は の単元と同 く，本文中

に「問」が され，本文を 「問」を に解決して

いくなかで，目 の 成に導くという展開である。 

2  の  

単元の本文と「問」を 的に すると「問」が大

を占めるため「問」を中 に内容構成を する。初

版の単元「 たちの住居」には総 105 題の「問」が

まれており，その内 は「1 生活と住居」が 38題，「2  こ

れからの住宅」が 6 題である（資料）。ま 「1  生活と

住居」は「1 1 の住居」で「大 の住居」として「

モ の 」「 の 」「

民 住居」「 民住居」など 始的

な住居の「4 つの型」の図が られ（図 1），それらの

や の 的 を する「問」を に展開

される（問 1 8）。そのうえで，「 の 」 図 2 の

学的特徴を する「問」へと ， や平面の平行

や 直の定 が されて終結する（問 9 16）。「1 2  

の住居」では 間， 間， ， などがある「

」およ 「 」の「 の間 り」が図 され，特徴

を することを す「問」が置かれ（問 1 30），

いて， の「 代的な 」や「 」について

も同 に特徴を さ るための「問」が出題されてい

る。ここでは住居の「 図」を くことや の「形」

に着目さ る「問」が まれている 問 31 38 。 

  

表 2 日 の数学 の目 の !
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図 1 日 の数学 の 大 の の図 

 

図 2 日 の数学 の の の図 

 

「2  これからの住宅」の「2 1  住宅の 」は，戦争

中に われた の 数の ，新たに てる の

1 たりの 面 ， 要な 材料などの情報を し

て，それらを る「問」を つつ，最終的に

している住宅を てるのにかかる年数を 算さ る展開

である（問 1 20）。「2 2  住 よい 」は最後に 置さ

れた であり，前 の「  的な住まい」では居住

環境が主題である。 的な住まいの を して

や の 要 を さ たうえで， に する

の を選択する「問」や， に 要な 面 を 算

する「問」が出題されている（問 21 50）。後 の「 b

合理的な住まい」では，「 の間 り図」の例を し，「へ

やの利用 」，すなわち 3畳・4 5畳・6畳の 3室を 族

6 人のうち誰が利用するかということを「主婦」の 事

の利便 という 点から検討さ ている。最終的に「

の 」をするという「問」が単元の最後に置かれてい

る（問 51 6 ）。先述のように指導書に られている

「社会的」な目 は「 の日本が，住宅の に

でいることを理解して，これについて こっている問題

の解決 を する」「 の住生活の 点を理解して，

いかにすれ ，合理的な住生活を行い， で な範

において しい 生活をすることがで るかについ

て研究する」とされているが，前者については，概ね「2 1  

住宅の 」で 成することが目指され，後者について

は「2 2  住 よい 」が対 するものと えることがで

る。単元の 尾には「この単元を学習するには，つぎ

のような書 を参 にするとよいでしょう」として 時

出版されていた住宅に関する専門書や理科の教科書が列

挙され，生徒が問題の解決にあたり住宅に関しての知

を得ておくことが期待されていたといえる（表 ）。 

 と の対  

さて，指導書においては， 単元の「指導内容」が『算

数数学科指導内容一覧表』に された① ⑰の「生活経

験」とどのように対 しているのかについて されてい

る。例え 「1  の住居」では⑬「 然や人 につい

て を いだしたり，とくに 直，平行などの関係にあ

る線を いだしたり，また，それらを利用したりする」，

⑭「 や野 その で，相似な平面図形を実際的な

面に いだしたり，用いたりする。また，これらの図形

の周の長さに関する問題を解く」，⑯「 然や人 ある

いは美術品などに，円，球，円柱，円すいを いだした

り，また，それらの図形を用いたりする」の「生活経験」

が「指導内容」に まれることが されており，したが

って例え 「1 の住居」に属する問 9「この つの図

について， と をくらべなさい。また，柱と

面が作る ，柱とはりが作る の大 さについて べな  

 

表  日 の数学 学の数学 の 図書の  

書 書  

（※ ・書 文 ） 

教科書 （ 載 載 ） 

 !   

日 書     

・ 文 新     

の 書     

日 の     

大 書院    

文部 の科学 12（ ）     

科学 文     

建築の 知 書     

年 科学 の 版     

科（6） 日新     

科（7） 日新     

苫正 ・松 義 ほ 中学 画工 日 教育 書     

の手帖 暮 の手帖     

続 の手帖 暮 の手帖     
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さい」は，⑬の「生活経験」に する「問」と判 す

ることがで る。問 9 は「 の 」を することを

て「柱と 面」，「柱とはり」といった数学的対象を

出すという「生活経験」の 体化であるといえる（こ

の の「問」と『算数数学科指導内容一覧表』に され

た① ⑰の「生活経験」との間に 定される対 は表

に す りである）。このように，単元「 たちの住宅」

は，住居に関する「生活経験」から問題を 出し，数学

を用いてその問題を解決することを「問」を解くことを

て 似的に体験する構成であるといえる。しかしな

がら， しもすべての「問」が「生活経験」から問題

を 出し，数学を用いてその問題を解決するという

に うものではない。例え 問 1 の「大 の住居が，

ど な 目を たしていたかを えなさい。また， の

たちの住居の持っている 目と，ど なところがちが

っているかを し合いなさい」のように，数学を れ，

生徒の生活の を とした「問」も られた。この

の「問」はその後の「問」における生活 の問題の数学

を用いた解決を 然に導 するための としての

を するものといえる。また一 で，住居とはおおよそ

関係に， に数学的知 の を用いて解く「問」も

わ かながら されており，例え ，問 11「 の 9 4

図で，直線 と bとはど な関係にありますか。また，

と とはどうでしょうか」など 3題がこれにあたる。 

以 のことを まえると，単元「 たちの住居」に

まれる「問」は 3 に分 することがで るといえる。

第一に，『算数数学科指導内容一覧表』に された「生活

経験」に対 する「問」であり，「生活経験」から問題を

出し，数学を用いてその問題を解決するという

に う「問」である。これを「 型 A」とする。第

に，数学を れて，生活についての や関 を

することの を目的とした「問」である（「 型 」とす

る）。第 に，生活とは 関係に に数学的知 の を

用いて解く「問」である（「 型 C」とする）。本単元に

まれる「問」を分 し，題数を合 すると 型 A につ

いては 43題， 型 については 59 題， 型 C について

は 3題という結 となった（表 ）。単元「 たちの住居」

では 生活題材としての住居に関する や住生活の経

験を さ る「問」や，数学を用いて住生活に れる

問題を解決する「問」に が置かれており，蒔苗（2001）

が文部省著作教科書『中学生の数学』における単元「住

宅」の構成 の特徴として挙 た「生活の中に する

数学の構造の 化」「生活の中に する数学のはたら

の 化」を えているということがで る。 

 

2. の の の  

1  の  

単元「 たちの住居」は 1951 年に改訂された 2冊制

においても継承されている。内容・構成についてはどの

ような が められるだろうか。 

2冊制に されている住宅に関する単元は，分冊「1

年用 2」の単元 「 たちの住居」であり，単元 は変

されていない。 ・ 構成は次の りである。すなわち，

構成としては「1  住居の 」注 ）およ 「2 住居の

改 」の 2 から成り，「1  住居の 」については「1  

住宅の 」と「2  住 よい 」の 2 つの が置かれて

いる。また「2 住居の改 」は「1  合理的な住居」と「2

へやの と 」の 2 つの から構成されている。 数は

259 から 295 の 3 （ の「 算 習」や「

」などを ）であり，2 冊制と して の

が められる。大部分が「問」で占められている点と，

住居を主題とした「問」が べられ， を ってそれに

えることで住宅に関する問題の解決に導くという点は

初版に している。2 冊制の単元「 たちの住居」に

まれる「問」は 93題であり，「問」と『算数数学科指

導内容一覧表』に された① ⑰の「生活経験」との間

に えられる対 を表 に した。 

2  の  

表 は，初版と 2冊制の「問」の 同を したもの

である。初版と 2冊制は「問」とその 列は めて高い

似 があるが，①初版と 2冊制に する「問」以

にも 初版にはあるが 2冊制では された「問」や

初版には されていないが 2冊制で新たに えられた

「問」が まれている。なお，初版から 2冊制で用 が

変 されている「問」も「 している」と なす

ことにする注 ）。①の初版と 2冊制に する「問」は初

版の「2 1 住宅の 」のうち問 20 を いたもの，およ

「2 2 住 よい 」のうち問 24 29 を いたものであ

り，合 60 題である。また の初版にはあるが 2冊制で

は された「問」は初版の「1 生活と住居」のすべて

と，「2 1  住宅の 」の問 20，「2 2 住 よい 」の

うち問 24 29 であり，45 題である。 の初版には

されていない新たな「問」が，2冊制では 33題 えられ

ている。このように，初版と 2冊制の単元「 たちの住

居」は単元 こそ同 であっても，内容については初版

の全105題のうち45題が されるなど 著な変 が施

されていることがわかる。初版からの変 点は，「1 住宅

の 」が されて新たに「2 2 へやの と 」を

されたことと 理することがで る。新たに えられ

た「2 2 へやの と 」は，初版では住居に関する単元

9 以 に まれていた「問」を 行したもので，住居に

関する社会的問題とは ら関係なく，住居を扱う学問の

成 とも関連づけがたい。「問」の 型を ても， さ

れた「2 2 へやの と 」に まれる「問」は 24 題のう

ち 9 題が生活とは 関係に に数学的知 の を用い

て解く 型 C に する「問」であり，生活経験に関す
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!
表 4 『日常の数学』初版における「問」と『算数数学科指導内容一覧表』の対応 

『算数数学科指導内容一覧表』 
第七学年 生活経験 

1. 生活と住居 2. これからの住居 

1. 昔の住居 2. 今の住居 1. 住宅の不足 
2. 住みよい家 

a. 健康的な住まい b. 合理的な住まい 

① 
新聞その他に現われた人口や予算
などに関する，大きな数を読んだり
理解したりする。 

     

② 
整数の四則計算を含んだ，生徒の
日常生活に起こる実際問題を解く。 

     

③ 

日常生活に用いられる具体的な物

や材料に関連して，分数の概念を
理解したり用いたりする。 

     

④ 

分数に関する四則計算を含んだ具
体的な問題を解く。 

   問 46〔自然に換気されるの
に要する時間〕／問 47〔洋

室・和室（ガラス戸）・和室
（しょうじ）が自然に換気さ
れるのに要する時間〕 

 

⑤ 

日常生活において，少数を用いた
り，これに関する問題を解いたりす
る。 

  問 1〔戦災で失われた建物
の割合〕／問 2〔疎開，破
損 で 失 わ れ た 建 物 の 割
合〕／問 8〔復興した建物

の割合〕／問 12〔1 戸当た
り床面積の計算〕 

問 22〔日光と方位〕／問 48
〔寝間として用いる和室（し
ょうじ）に必要な広さ〕／問
49〔寝間として用いる和室

（しょうじ）に必要な広さ〕 

 

⑥ 

新聞，雑誌，その他の出版物に見
いだされる棒グラフ，折れ線グラフ，

円グラフなどを読む。また，得られた
資料をわかりやすくするためにグラ
フで表わす。 

 問 38〔家についての
表やグラフ〕 

問 1〔戦災で失われた建物
の割合〕／問 2〔疎開，破

損 で 失 わ れ た 建 物 の 割
合〕／問 3〔戦争中に失わ
れた建物の総数〕／問 7
〔復興するための戸数〕／

問 8〔復興した建物の割
合〕／問 9・10〔終戦のとき
と昭和 22 年末の戸数の比
較〕 

問 30〔東京とニューヨーク
の平均気温〕／問 31〔東京

とニューヨークの湿度〕／
問 32〔大阪とロンドンの平
均気温と湿度〕／問 42〔い
ろいろな壁の保温〕 

 

⑦ 

日常生活において，具体的なもの
や材料に関連して，比，歩合，百分
率の概念を用いる。 

    問 59〔主婦の各部屋観
の交通量の割合〕／問
63〔おとうさんや兄弟姉
妹の交通量の割合〕 

⑧ 

百分率，歩合を含む実際問題を解
く。 

  問 1〔戦災で失われた建物
の割合〕／問 2〔疎開，破
損 で 失 わ れ た 建 物 の 割

合〕／問 8〔復興した建物
の割合〕 

 問 59〔主婦の各部屋観
の交通量の割合〕／問
63〔おとうさんや兄弟姉

妹の交通量の割合〕 

⑨ 家庭における実際的な仕事をする。      

⑩ 

家庭，学校，日常の仕事などをする

のに，長さ，重さ，時間に関する測
定をしたり，それらに関する計算をし
たりする。 

 問 22〔農家の住居の

見取図〕／問 26〔商
家の住居の見取図〕
／問 33〔ろう下のある
住居の見取図〕／問

36〔建物の外観の簡
単な図〕 

問17〔12坪の家を建てるた

めの木材の量〕／問 18〔不
足している家を建てるため
の木材の量〕／問 19〔不足
している家を建てるのにか

かる年数〕 

 問 56〔家の間取り図・1

人当たりの床面積・1 人
当たりの畳数〕 

⑪ 

作業や遊びの中に現われる距離を

概測したり，また，その値を実際に
測ってみたりする。 

     

⑫ 速度に関した実際的問題を解く。      

⑬ 

自然や人工物について角を見いだ

したり，とくに垂直，平行などの関係
にある線を見いだしたり，また，それ
らを利用したりする。 

問 9〔柱と地面，柱とはり

の作る角の大きさ〕／問
10〔平行／垂直な柱や
はり〕／問 11〔交わらな
い柱やはり〕／問 13〔屋

根が地面に対して斜め
になっているわけ〕／問
14〔家の側面と地面，側
面と側面の向きの関係〕 

問 22〔農家の住居の

見取図〕／問 26〔商
家の住居の見取図〕
／問 33〔ろう下のある
住居の見取図〕／問

36〔建物の外観の簡
単な図〕 
 

  問 56〔家の間取り図・1

人当たりの床面積・1 人
当たりの畳数〕 

⑭ 

建物や野外その他で，相似な平面
図形を実際的な場面に見いだした
り，用いたりする。また，これらの図

形の周の長さに関する問題を解く。 

問 5〔材料の形〕／問 7
〔屋根の形〕／問 8〔真
上からみた形，横から見

た形〕 

問 28〔農家や町屋の
型の家を前，横，上
から見た形〕／問 34

〔近代的な建物に使
われている線や面〕」 
問 35〔工場の建物の
形〕／問 37〔建物の

形，入口の形〕 
 

   

⑮ 

家庭，学校，社会に起こる，正方
形，長方形やこれから組立てられた

簡単な図形の面積を含むような実
際問題を解く。 

  
 

問 6〔1 戸当たり床面積の
意味〕／問 12〔1 戸当たり

床面積の計算〕 

問 48・49〔寝間として用い
る和室（しょうじ）に必要な

畳数〕 

問 52〔家の坪数と畳数〕 
問 53〔1 人当たり床面積

の坪数・畳数〕 

⑯ 

自然や人工物あるいは美術品など
に，円，球，円柱，円すいを見いだ

したり，また，それらの図形を用いた
りする。 

問 5〔材料の形〕／問 7
〔屋根の形〕／問 8〔真

上からみた形，横から見
た形〕 

    

⑰ 

自然や人工物について立体図形を

見いだしたり，それを実際の場面で
用いたりする。 

  問17〔12坪の家を建てるた

めの木材の量〕／問 18〔不
足している家を建てるため
の木材の量〕／問 19〔不足
している家を建てるのにか

かる年数〕 

問 48・49〔寝間として用い

る和室（しょうじ）に必要な
畳数〕 

 

※網掛けは，指導書おいて①〜⑰の「生活経験」を含むことが記されている節であることを示す。例えば，「1. 昔の住居」には⑬・⑭・⑯の生活経験が指導内容に含まれること

が指導書で示されている。 
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表  『日常の数学 』における「問」と『算数数学科指導内容一覧表』の対応 

『算数数学科指導内容一覧表』 
第七学年 生活経験 

1. 住居の現状 2. 住宅の改良 

1. 住宅の不足 2. 住みよい家 1. 合理的なすまい 2. へやの整とん 

① 

新聞その他に現われた人口や予算

などに関する，大きな数を読んだり
理解したりする。 

    

② 
整数の四則計算を含んだ，生徒の
日常生活に起こる実際問題を解く。 

    

③ 
日常生活に用いられる具体的な物
や材料に関連して，分数の概念を
理解したり用いたりする。 

    

④ 

分数に関する四則計算を含んだ具
体的な問題を解く。 

 問 42〔自然に換気されるのに
要する時間〕／問 43〔洋室・
和室（ガラス戸）・和室（しょう
じ）が自然に換気されるのに

要する時間〕 

  

⑤ 

日常生活において，少数を用いた
り，これに関する問題を解いたりす
る。 

問 1〔戦災で失われた建物の
割合〕／問 2〔疎開，破損で失
われた建物の割合〕／問 8

〔復興した建物の割合〕／問 9
〔終戦のときと昭和 22 年末の
戸数の比較〕／問 11〔1 戸当
たり床面積〕／問12〔家の1戸

当たり床面積〕／問 14〔クラス
の人た の家の 1 戸当たり床
面積〕 
 

問 21 ・22〔日光と方位〕／問
44・45〔寝間として用いる和室
（しょうじ）に必要な畳数〕 

  

⑥ 

新聞，雑誌，その他の出版物に見
いだされる棒グラフ，折れ線グラフ，
円グラフなどを読む。また，得られた
資料をわかりやすくするためにグラ

フで表わす。 

問 1〔戦災で失われた建物の
割合〕／問 2〔疎開，破損で失
われた建物の割合〕／問 3
〔戦争中に失われた建物の総

数〕／問 5〔戦争のために家を
失った人の の分 〕／
問 8〔復興した建物の割合〕／
問 9〔終戦のときと昭和 22 年

末の戸数の比較〕 

問 24〔東京とニューヨークの
平均気温〕／問 25〔東京とニ
ューヨークの湿度〕／問 26〔大
阪とロンドンの平均気温と湿

度〕／問 28〔気温や温度と
た の や気分〕／問 29
〔各地の の気温と湿度の
関係〕／問 38〔いろいろな壁

の保温〕 

問 8〔生活行 の時間の割合〕  

⑦ 

日常生活において，具体的なもの
や材料に関連して，比，歩合，百分

率の概念を用いる。 

  問 8〔生活行 の時間の割合〕／
問 12〔主婦の各部屋観の交通量

の割合〕／問 16〔おとうさんや兄
弟姉妹の交通量の割合〕 

 

⑧ 

百分率，歩合を含む実際問題を解
く。 

問 7〔復興した建物の割合〕 
 

 問 8〔生活行 の時間の割合〕／
問 12〔主婦の各部屋観の交通量

の割合〕／問 16〔おとうさんや兄
弟姉妹の交通量の割合〕 

 

⑨ 
家庭における実際的な仕事をす
る。 

    

⑩ 

家庭，学校，日常の仕事などをする
のに，長さ，重さ，時間に関する測
定をしたり，それらに関する計算を

したりする。 

問 16〔12 坪の家を建てるため
の木材の量〕 
 

 問 8〔生活行 の時間の割合〕 
 

問21〔 やの 〕／問22〔畳の
・面積〕／問 23〔たんすの ・

面積〕／問 24〔 の 〕／問 25・

26〔木 の積み重 〕／問 27〔たん
す， ， ， だなの 〕／問 28
〔 の 積〕／問 29〔たんすの
積〕 

⑪ 
作業や遊びの中に現われる距離を
概測したり，また，その値を実際に
測ってみたりする。 

    

⑫ 速度に関した実際的問題を解く。     

⑬ 

自然や人工物について角を見いだ
したり，とくに垂直，平行などの関係
にある線を見いだしたり，また，それ

らを利用したりする。 

  問 17 ・18〔家の 計図を読む〕
／問 20〔家の 計図を作る〕 

問 34〔 室の見取図〕／問 35
〔 室と家具の 〕／問 39〔た
なの面，畳，柱の関係〕 

⑭ 

建物や野外その他で，相似な平面
図形を実際的な場面に見いだした
り，用いたりする。また，これらの図

形の周の長さに関する問題を解く。 

    

⑮ 

家庭，学校，社会に起こる，正方
形，長方形やこれから組立てられた
簡単な図形の面積を含むような実

際問題を解く。 

問 11〔1 戸当たり床面積〕／問
12〔家の 1 戸当たり床面積〕／
問 14〔クラスの人た の家の 1

戸当たり床面積〕 

問 44・45〔寝間として用いる和
室（しょうじ）に必要な畳数〕 

問 2〔家の坪数と畳数〕／問 3〔1
人当たり床面積の坪数と畳数〕 

 

⑯ 

自然や人工物あるいは美術品など
に，円，球，円柱，円すいを見いだ

したり，また，それらの図形を用いた
りする。 

    

⑰ 

自然や人工物について立体図形を
見いだしたり，それを実際の場面で

用いたりする。 

問 16〔12 坪の家を建てるため
の木材の量〕／問 17〔不足し

ている家を建てるための木材
の量〕／問 18〔不足している
家を建てるのにかかる年数〕
／問 19〔1 あたりの の

数〕 

問 44・45〔寝間として用いる和
室（しょうじ）に必要な畳数〕 

 問 28〔 の 積〕／問 29〔たんすの
積〕／問 41〔 み の見取図〕 

※網掛けは，指導書おいて①〜⑰の「生活経験」を含むことが記されている節であることを示す。例えば，「1. 住 の 」には ・ ・ ・ ・ ・⑰の生活経験が指導内容

に含まれることが指導書で示されている。 
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表  『日常の数学 初版 』 に『 学の数学』における「問」の と  
の数学 

学の数学 

1  
 

 の数学 
学の数学 

1  
 

 の数学 
学の数学 

1  
 

 

 

1  

2  

1 1  
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1        1         1   1   

11       11 1        
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1        1  11           
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1       
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1          

                  

                     

                     

                     

                     

         11  ※          

         1             

         1             

        1 1             

         1  

 

          

         1            

         1     

※ の における「節」の「 」は「

」のことを指 ，「 1 」 の

は「 」のことを指す。 

         1     

         1     
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る問題から出発し，数学を用いて解決するという

からは かり，「生活の中に する数学の構造の

化」「生活の中に する数学のはたら の 化」とい

う特徴は れたという を れないであろう。 

 

. 学の数学 . の

の  

最後に，2冊制発行の 2 年後（1953年）に大日本図書

より発行された検定教科書『中学の数学』と，さらにそ

の 2 年後（1955 年）に発行された『中学新数学』におけ

る住居に関する単元の変 をたどる。結 を先 りする

と，『中学の数学』においては住居に関する単元が え

の「研究」にその を すの となり，その後『中学

新数学』では住居に関する内容は 全に した。 

『中学の数学』には 1 学年に 9 つの単元が置かれてい

るが，これらはい れも住居に関するものではなく，住

居について扱われているのは 研究の という位

置づけの 「研究 I  すまいの改 」の である。こ

こでは「小 さ の 研究 『 のうちのへやの利用度

の実 』」と題され，3 畳・4 5 畳・6 畳の 3 室を 族 5

人のうち誰が利用するかという が展開されて

おり，「問」は 8題が されている。このうち 題は初

版の「2 2 住 よい 」，2 冊制の「2 1 合理的な住居」

に られる「問」と 同一の内容であり， された

1 題（問 5）も資料を に表すことを める 助的な

問で，実 的に新たに された「問」はないと て

よい。また， には された「研究問題」が 5 題 さ

れているが，この「研究問題」もすべて初版あるいは 2

冊制に されている問題である。内容は「へやの利用」

の問題に 定され，住居の り扱いは 2冊制から大 く

小されたといえる。 

このように，住居に関する単元が単元として成立して

いたのは『日常の数学』初版から 2冊制までであり，1958

年の学習指導要領改訂を待た に，大日本図書発行の教

科書において住居に関する単元は したと える

ことがで る。さらに，初版から 2冊制への改訂に際し

て，住宅に関する社会問題を扱う部分が され数学に

関する知 の で解 することがで る「問」が く

えられるなど，その は 1951 年の時点ですでに られ

たと結 づけることがで る。 

 

.  

 本 では，戦後教育改革期における中学校数学科の検

定教科書を資料として単元「 たちの住居」がどのよう

に成立し， していったのかを明らかにして た。 

検定教科書『日常の数学』は，1949 年に発行された文

部省著作教科書『中学生の数学』からの影響のもと編

されたものであった。『中学生の数学』の影響を けた『日

常の数学』における住居に関する単元も，『中学生の数学』

と同 に生徒の日常生活経験に関する問題を解決する

で数学を学習するという構成であった。「住居」という

題材は，太平洋戦争からの の にあった人 の住

生活に対する関 に合 しており，生活における問題の

解決という目的を するには であったことも，『中学

生の数学』から『日常の数学』へと住居に関する単元が

継がれた理 の とつと えられる。 

しかしながら，生活単元学習への批判が高まっていく

なか，『日常の数学』においても継 して 用されて た

住居に関する単元は『中学の数学』になると著しく 小

されての となった。また，『中学新数学』に ると住

居に関する単元は られなくなる。文部省著作教科書『中

学生の数学』で り られた住居に関する単元は，わ

か 5 年で 全に することになった。 

生活単元学習においては，住居は数学科の なら 理

科や社会科， 科，図 作科など 的に り扱わ

れて た主題であった。 教科と していた住居に関

する内容がどのように 理されてい ，どう継承されて

いったのかを 検討することが 後の 題である。 

 

 

1） 教科書の

書 版に 書（数学研究 （第 部）  

1949） 2 冊制に 書（数学研究 （第 部）  1950）

に （ 版の） 書 （ 冊制の） 書 記  

2） 日常の数学（2 冊制）  の新訂版 の 版に

の に 研究 の 数 の の修

正の に の 研究

新訂版 日常の数学（2 冊制）  

3） 書 1  の 記  

4） 版 2 1 の の 11 の 2 冊制に

1 1  の の 10 の

の

の の に

の の  

 

 

1） 1994  教育に 研究 学校教育 中 に  
大 大学大学院 科学研究科 士 文  

2） 2001 学 の に の数学教

育 の 文部 教科書 中学 の数学 に 数学

の に 日 数学教育学 83 11 13 20  

3） 2011 教育 の数学教育に 学 の

文書に 教育 研究 25 21 32  

4） 2012 24 年の文部 教科書 中学 の数学 に

の の   

の に 日 数学教育学 ・数学教育学 究 96  

19 36  

5）文部 1948 数数学科 日 書  

6  文部 1949 中学 の数学 第 1 学年用 1 2 中 学校教科

書  
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資料 『日常の数学（初版・2冊制）』ならびに『中学の数学』に収録された「問」 

 

▶『日常の数学』初版 

1-1．昔の住居 
問 1．大昔の住居が，どんな役目を果たしていたかを考えなさい。また，

今の私たちの住居の持っている役目と，どんなところがちがっている
かを話し合いなさい。 

問 2．昔の人たちは，住居をどのようにして改良していったかを調べてみ
なさい。 

問 3．上の 9-1 図のような住居は，どんな材料で作られたと思いますか。
いろいろな図や書物などで調べてみなさい。 

問 4．その土地の気候や自然の条件が，住居にとってどんないえきょうを
与えるかを，9-2 図で考えなさい。 

問 5．9-2 図のような住居はどんな材料でできていますか。また，その材料
にはどんな形のものが使われているか調べなさい。 

問 6．まえの 9-1 図と上の 9-2 図にあるいろいろな家について，つぎの点
からみた特ちょうを調べなさい。(1)採光 (2)通風 (3)保温 

問 7．9-1 図，9-2 図にあるいろいろな家について，屋根の形をくらべなさ
い。 

問 8．9-1 図，9-2 図の，真上からみた形，横からみた形などを図に書いて
みなさい。 

問 9．この二つの図について，骨組と組み方をくらべなさい。また，柱と
地面が作る角，柱とはりが作る角の大きさについて調べなさい。 

問 10．上の 9-3 図で，たがいに平行な柱やはりはどんなところに使われて
いますか。また，垂直なものについてはどうですか。このような組み
方をする理由について，話し合いなさい。 

問 11．上の 9-4 図で，直線 a と b とはどんな関係にありますか。また，a
と c とはどうでしょうか。 

問 12．平行でない二つの直線は，いつでも交わるとはいえません。前の 9-
2 図や，9-3 図の柱やはりの中から，そのような例を見つけなさい。 

問 13．9-3 図で屋根の面は地面に対して，ななめになっています。このわ
けを考えなさい。 

問 14．9-3 図で，家の側面と地面とは，向きの間にどんな関係があります
か。また，側面どうしではどうですか。 

問 15．上の 9-6 図で，平面 L と平面 M とは，どんな関係にありますか。ま
た，L と N とはどうでしょうか。 

問 16．平行でない二つの平面の交わりは，何になるでしょうか。前のペー
ジの 9-3 図を見て考えなさい。 

 
1-2．今の住居 
問 17．自分の家がどんな目的で使われているかを，おたがいに話し合いな

さい。 
問 18．日本の住居が，どのように変わってきたかを調べなさい。 
問 19．クラスに農家の人があったら，その人の家の間取りを聞きなさい。 
問 20．近くの農家へ行って，家の間取りを調べなさい。 
問 21．寝間，土間，台所，ざしき等は，今の農家ではどのように使われて

いますか。農家へ行って聞いてみなさい。 
問 22．農家の住居の見取図を，二つ三つ書いてみなさい。 
問 23．クラスに商家の人があったら，その人の家の間取りを聞きなさい。 
問 24．近くの商家へ行って，家の間取りを調べなさい。 
問 25．商家では，へやをどのように使っていますか。商家へ行って聞いて

みなさい。 
問 26．商家の住居の見取図を，二つ三つ書いてみなさい。 
問 27．商家と農家をくらべて，家の間取りのちがいを調べなさい。また，

そのちがうわけを考えなさい。 
問 28．農家や町家の型の家について，つぎのことを調べなさい。(1)前，

横，上から見た形 (2)家の内や外の装飾 
問 29．数寄屋住居とは，どんな型の住居ですか。 
問 30．クラスの中で，勤労者の家の人があったら，その人の家の間取りを

聞いてみなさい。 
問 31．クラスの中で，洋間のある家に住んでいる人があったら，その人の

家の間取りを聞いてみなさい。 
問 32．家の内外を美しくかざりつけるためには，どんなくふうがされてい

るでしょうか。めいめいの家について調べなさい。 
問 33．クラスの中で，ろう下のある家に住んでいる人について，ろう下の

役目を聞いてみましょう。また，そのような家の見取図を書きなさい。 
問 34．コンクリート建ての近代式な建物について，美しさの点からどんな

線や面が使われているかを，話し合ってみましょう。 
問 35．工場の建物について，その特ちょうを形の上から調べてみましょう。

そして，その形はどんな目的から選ばれたものかを考えなさい。 
問 36．いろいろな種類の建物の外観を調べて，その特ちょうを簡単な図に

表しなさい。 
問 37．いろいろな建物について，その屋根の形，入口の形を調べなさい。 
問 38．クラスの人たちで，めいめいの家について，つぎのことを話し合い

なさい。(1)どの家にもあるへやの種類 (2)どうしても必要なへやの
種類 (3)毎日の生活で，家の作り方の上から一番困っていること。(4)
家の外観と，内部の美しさ。 

 
2-1．住居の不足 
問 1．右の 9-9 図から，戦災で失われた建物は，全体の何％ですか。それ

は何戸くらいですか。 
問 2．右の図から，疎開，破損で失われた建物のようすを，問１と同じよ

うにして調べましょう。 

問 3．右の図から，戦争中に失われた建物の総数は何戸くらいですか。 
問 4．私たちのクラスで，家が戦災をうけた人，疎開でとりこわされた人

の数を調べましょう。 
問 5．私たちのクラスで，戦争のために家を失った人の数を，原因別に分

類して調べ，表にまとめましょう。 
問 6．この表で，１戸当たり床面積というのは，どのようなものですか。 
問 7．前のページの 9-9 図と，右の 9-1 表から，戦前の戸数にまで復興す

るためには，あと何戸ぐらい建てなければならないでしょうか。 
問 8．9-9 図と 9-1 表から，戦争によって失われた建物のうち，何％くら

いが復興したことになりますか。 
問 9．以上のことをもとにして，9-2 表を完成しなさい。 
問 10．9-2 表をもとにして，終戦のときと昭和 22 年末とについて，建物

の戸数を比較する帯グラフを作りなさい。 
問 11．私たちの地方の，建物の復興状況を調べてみましょう。 
問 12．上の 9-1 表で，1 戸当たり床面積はどのようにして計算されたかを

考えなさい。また，この表から実際に１戸当たり床面積を計算して，
表の数字と合うかどうかを調べなさい。 

問 13．あなたの家の床面積は何坪くらいですか。これと，9-1 表に示され
た１戸当たり床面積とを，くらべてみましょう。 

問 14．クラスの人たちの家では，床面積がどのくらいあるかを調べてみま
しょう。その結果と上の 9-1 表とをくらべなさい。 

問 15．クラスの人たちは，1 人当たり床面積何坪くらいの家に住んでいる
かを調べて，表にまとめましょう。 

問 16．問 14，問 15 と同じことを，戦災地の学校に手紙を出して調べまし
ょう。 

問 17．12坪の家を建てるには，何石ぐらいの木材がいりますか。 
問 18．415 ページ問 7 で調べた結果，不足しているとわかった家を，1 戸
当たり床面積 12坪の割合で建てることにしましょう。それには，どれ
ほどの木材がいりますか。 

問 19．建築用として，木材が大体 1年に 2000万石生産されるとすれば，
１年に床面積 12 坪の家が何戸ぐらい建てられますか。この割合でい
くと，不足している建物を全部建てるには，何年くらいかかるでしょ
うか。 

問 20．住宅について，いろいろと問題になっていることをみんなで話し合
いましょう。 

 
2-2．住みよい家 
（a）健康的なすまい 
問 21．各季節ごとに一番日光がさしこむ方向をいいなさい。 
問 22．１年を通じて，一番日あたりがよいと思われるのは，どの方向でし

ょうか。この表をもとにして，クラスで話し合いなさい。 
問 23．あなたの家の窓のつけ方について，そのよい所悪い所を調べなさい。 
問 24．太陽の熱をありがたいと思ったことがありますか。 
問 25．あなたの家では，太陽の熱をどのように利用していますか。 
問 26．私たちの家について，太陽の光や熱を一番よく利用するにはどうし

たらよいかを研究してみなさい。また，私たちは太陽の光や熱をさえ
ぎる必要のあることもあります。これについても研究してみなさい。 

問 27．あなたの地方の家は，どんな点が気候にあうように作られているで
しょうか。みんなで話し合いましょう。 

問 28．上の二つの家は，どんな気候にあうように作られているでしょうか。
これと私たちの家をくらべて，気候と家との関係について，話し合い
なさい。 

問 29．あなたの家は，どんな点が気候にあうように作られているかを調べ
なさい。 

問 30．右の 9-11 図から，東京とニューヨークの１年間の平均気温を計算
して，くらべなさい。また，夏と冬の気温のようすを調べなさい。 

問 31．右の 9-11 図から，東京都ニューヨークの湿度について，問 30 と同
じようなことをくらべなさい。 

問 32．大阪とロンドンについて，問 30，31 のようなことを調べなさい。 
問 33．これらの結果から，東京・大阪の気温，湿度は，ユーヨーク・ロン
ドンの気温湿度にくらべて，住みよいでしょうか，住みにくいでしょ
うか。クラスで話し合いなさい。 

問 34．右の図から各地の風向きを読みなさい。 
問 35．私たちの地方の風向きを調べて，右の図に書き入れなさい。この風

向きに対して，私たちの家の作り方の上で，どんなくふうがされてい
ますか。 

問 36．夏はできるだけ風を取り入れ，冬はなるべく風をさえぎって家を作
るのがよいといわれます。このわけを考えなさい。 

問 37．青森，高知の地方では，9-12 図の風向きに注意したら，どんな家を
作るのがよいでしょうか。 

問 38．風の強い地方では，家の作り方にどんなくふうがされているでしょ
うか。調べてみなさい。 

問 39．あなたの家は，風に対してどんなくふうをして，作られていますか。 
問 40．私たちは冬季にどのような暖房装置でへやをあたためればよいでし

ょうか。おたがいの家の暖房設備をもとにして話し合いなさい。 
問 41．冬季に，室内から熱が失われるのを防ぐために，あなたの家にはど

んな設備がしてありますか。 
問 42．つぎの図は，室内を 600ワットの熱源であたためたとき，いろいろ

な壁がどのくらい熱を保つかを示したものです。これをみて，どんな
壁が保温に適していると思いますか。 

問 43．夏季には，室内が暑くなりすぎると困ります。夏季には，どんな構
造の家がよいかについて，資料があったら調べなさい。また，話し合
ってみなさい。 
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問 44．冬暖かく，夏す しくするためには，あなたの家ではどんなくふう
をしたらよいでしょうか。 

問 45．へやの 気は，どんな理由から必要でしょうか。みんなで話し合い
なさい。 

問 46．下の表は，自然に 気されるのに要する 間を，へやの種類別に示
したものです。この表の中で，一番 く 気されるへやはどれでしょ
うか。 

問 47．右の表で，洋室が１ 気される間に，和室 ラス戸 ，和室 し
ょうじ は，何 くらい 気されますか。 

問 48．私たちが寝間として用いる和室 しょうじ は， 数にしてどのく
らいの さを必要としますか。 に示す に って計算しなさい。
(1)この和室は であるとします。この和室の面積 は何 です
か。(2)この和室の高さは，2 5 あるとします。この和室の 積を計
算しなさい。(3)この和室は，だいたい 1 間に 2 気するとしま
す。この和室には，1 間に何 の な 気が入りますか。(4)この
へやに， ならば何人くらい てもよいでしょうか，また，おとな，

， 人のばあいはどうですか。(5)(4)で計算した割合でいくと，
1 人につき何 くらいの さがいりますか。また，おとな， ，

人のばあいはどうですか。 
問 49．前の問の結果から，つぎの人たちが１室に るばあい， なくとも

何 のへやが必要ですか。(a) 人 (b)おばあさんと 人 (c)
おとうさんとおかあさん ( ) ち んとその  

問 50．上で調べたことをもとにして，あなたの家の寝間について，くふう
しなさい。 

 
（ ） 的なすまい 
問 51．あなたの家で，毎日の生活をしていて，間取りや家 などの 置に

ついて，不 だと思うことをあ てみなさい。 
問 52．この家は何坪ありますか。また，その中で のはいっているところ

は何 ですか。 
問 53． 口さんの家では，1 人当たり床面積は何坪ですか。 
問 54．問 53 の結果から，この家は さの点からみて 的であるといえ

るでしょうか。前に調べたことをもとにして研究しなさい。 
問 55． 口さんの家のへやの利用 について，みんなで話し合いましょう。

どんなところが改良できるでしょうか。どんなところがよく利用され
ているでしょうか。 

問 56． 口さんの家について調べたのと同じように，つぎのことを研究し
ましょう。(1)あなたの家の間取りの図を書く。(2)1 人当たりの床面
積を調べる。(3)1 人当たりの 数を調べる。(4) 的であるか，ど
うか。(5) の が上がるようにできているか。 

問 57．あなたのおかあさんは，家でどんな をしますか。おかあさん以
外の人は，家でどんな をしますか。 

問 58．あなたの家は，つぎのようなことにつごうよくできていますか。(1)
おとうさんの  (2)おかあさんの  (3) たちの 強 (4) 所
の 置 (5)  (6)寝室 (7) 。 

問 59．前のページの表では， はおもにどのへやの間を 復しますか。
また，それはな だと思いますか。 

問 60． はどのようなときに，どのへやを 復すると思いますか。9-6
表にある つのばあいについて考えなさい。 

問 61．あなたのおかあさんは，１日にどのへやとどのへやの間を何 ぐら
い 復するでしょうか。調べてみなさい。 

問 62．あなたのおかあさんについて，問 59，問 60 のようなことを考えな
さい。 

問 63．おとうさんや は，どのへやをどのように利用しているでし
ょうか。つぎのようなことを調べて，表にまとめなさい。(1)どのよう
なことに，どのへやを利用するか。(2)どのようなときに，どのへやか
らどのへやに行くか。(3)そのへやに， 人がいない方がつごうのよい
のはどんなときか。 

問 64．前の二つの図について， 口さんの家 が使うとしたら，どんなと
ころに 所， 所があるでしょうか。クラスで話し合いなさい。 

問 65．前の二つの図について， に対しては，どんな点が 利ですか。
また，不 ですか。 

問 66．あなたの家 が一番住みよいように，今の家を改造する方 を考え
なさい。 

問 67．あなたの家 が一番住みよいような家を設計しなさい。 
 

〔全 105 題〕 
 

▶『日常の数学 2冊制』（初版 らの 録 ） 

1-1．住 の不足 
問 4． 方形グラフの作り方を しなさい。 
問 6． グラフや帯グラフにくらべて， 方形グラフはどんな特 をもっ

ていますか。 で話し合いなさい。 
問 19．7-3 表は，建築用木材の の一部です。それ れの について，

１石は 何 に当たるかを計算しなさい。 
 
1-2．住みよい家 
問 20．あなた方の 室について， 的という 場から，いろいろ話し合

ってみなさい。 
 
（ ）  
問28．7-3図は気温や湿度と私たち や気分との関係を示したものです。

このグラフをみてわかることをあ なさい。 
問 29．つぎの 7-5 表は東京・ ・高 ・ ・根室の気温と，湿度と

の関係を示したものです。7-3 図を， ートに大きく 大してかき，
それに各地の毎 の気温と湿度の関係を表す点を 入し，それ れの

点を の につなぎなさい。 
 
2-1． 的な住居 
問 8．7-11 表は，ある家 での生活行 の 間を示したものです。これに

ついて各人が家の中で行 する 間の割合を出してみなさい。また，
それを グラフで表しなさい。 

問 9． 間とはどういうことですか。 
問 10．あなたたちの家についても，7-11 表のような調 をしてみなさい。 
 
2-2． の  
（a）家 の  
問 21．4 のへやの ・横・高さの を実際に ってみなさい。 
問 22． 本 の家の の ・横を ったら 176 ，88 でした。その面積

を めなさい。また，これを ， で表して面積を めてみなさい。 
問 23．たんすの は高さ 122 ， 面の 73 7 ， 行きは 45 2 で

した。それを ， で表しなさい。 
問 24． さんと 本 の の は， 方とも 2 ，横 3 です。この

を で表しなさい。 
問 25．家の中のいろいろなものを 理するために，7-8 図のような の

ふたのない木 を ってきて，これを積み ようと思っています。
本 は 5 5 くらいまでの高さなら手がとどきます。この を横

においてつみ るといくつ られますか。 
問 26．問 25 の をたんすのわきに，これとなるべく高さの わないよう

な高さまでつみ たいと思います。いくつつみ たらよいでしょ
うか。 

問 27．7-9 図は 本 のへやです。ここに問 23 のたんす，問 24 の ，問
25 の と， 47 ，横 93 ，高さ 146 の本だなをおくには，どの
ような 置にすればよいでしょうか。 

問 28．問 25 の の 積はいくらですか。 
問 29．問 23 のたんすは，どれほどの 間をしめていますか。 
問 30．あなた方の 室の中で 直線をみつけなさい。 
問 31．7-10 図は直方体の図です。この図について，つぎの問に えなさ

い。(1)りょう と平行なりょうはどれですか。 と平行なりょうは
どれですか。 と平行なりょうはどれですか。(2)りょう と垂直に
交わるりょうはどれですか。(3)面 に垂直なりょうはどれですか。
(4) 面 Hを水平におくとき， 直なりょうはどれですか。また，

直な平面はどれですか。 
問 32．直方体には，幾組の平行平面がありますか。 
問 33．あなた方の 室の中で，平行平面をみつけなさい。 
問 34．7-11 図は，中西 の 強室の見取図です。(1) と平行な直線をみ

つけなさい。(2) Cと平行な直線をみつけなさい。(3) 直な直線をみ
つけなさい。 直な平面をみつけなさい。(4)互に平行な平面をみつけ
なさい。 

問 35．7-12 図は，原さんの 強室です。そして家 の は 7-13 表のと
おりです。(1)窓はどちらの方角についていますか。(2)7-12 図で，大
きい本 の後のかべの は何 ですか。(3)東側の窓のところの さは
何 ですか。(4)大きい木 のために，窓が何 分だけせまくなってい
ますか。(5)北側のかべの所の は何 ですか。(6)このへやの さは，
何坪ですか。(7)このへやの家 の 置について，ま いと思われると
ころはありませんか。もしあったらそれを直しなさい。 

 
（ ）  
問 36．角柱の側面はどんな形ですか。 面はどんな形ですか。 
問 37．あなた方のまわりにあるものの中から， 柱や角柱をみつけなさい。 
 
（ ） な み  
問 38．7-9 図の 本 のへやでは，どこにたなを作るとよいでしょうか。

みんなで話し合いなさい。 
問 39．たなの面は とはどんな関係になっていますか。また，これらと柱

とはどんな関係にあるといえますか。 
問 40．たなの面を水平にするためには，たなをつるときにどんなくふうを

すればよいでしょう。調べてみなさい。 
問 41．上の でどんなふみ台ができるでしょうか。いろいろ考えてみなさ

い。またそのふみ台の見取図をかきなさい。 
問 42．7-14 図のような形をかくには，どのようにしてかいたらよいでし

ょうか。 
問 43．この 7-14 図に示した四辺形の辺の中 と Cとはどんな関係にな

っていますか。また， と C はどうですか。 
問 44．台形をもとにしたものに，どんなものがありますか。 
 

〔全 93 題〕 
 

▶『中学の数学』（初版・2冊制 らの 録 ） 

の  の の の の  
問 5．この表を， グラフに表せ。 
 

〔全 13 題（「研究問題」を含む）〕 
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